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 １月７日（日）､お正月らしい穏やかな冬晴れの下、藤の瀬会館で令和６年の「瀬戸谷地区 はた

ちの集い」が行われ、真新しいスーツや華やかな振袖に身を包んだ９名（男性４名､女性５名）の門

出を祝いました。 

 式典は厳かな雰囲気の中で行われ、ご来賓やご家族、関係者が見守る中、ご来賓の方々からの祝

辞に続き、北村市長、藤枝市出身のサッカー選手長谷部誠さん、中学校時代の恩師からのビデオ

メッセージが紹介されました。その後、向島颯太
むこうじまそうた

さんと大石真咲
おおいしまさき

さんが代表して「誓いの言葉」を

述べました。式典終了後は友達同士で歓談したり、家族と記念撮影をしたりして晴れの日を満喫し

ていました。 

 今日まで育ててくださったご家族をはじめ、お力添えいただいた方々への感謝の気持ちを忘れる

ことなく、責任ある社会人として、地域社会に貢献されますことを期待しております。 

令和6年「瀬戸谷地区 はたちの集い」が行われました！ 
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 第３１回 ふじえだマラソンが､３月３日（日）に藤の瀬会館

前広場をスタート・ゴールとして開催されます。（雨天決行）

当日は県道藤枝黒俣線の瀬戸谷小学校グラウンド南手前から蔵

田観光駐車場前までの区間が、午前８時３０分から午前１１時

３０分までの間全面通行止めになりますのでご注意ください。 

第 ３ １ 回 ふ じ え だ マ ラ ソ ン 開 催！！ 



瀬戸谷中学校で避難所開設訓練が行われました！ 

 

   

 

 
 
 藤の瀬会館事務所に能登半島地震災害義援金の

募金箱を設置しました。 
 

 元日に北陸地方を中心に突然襲った大

地震で被害を受けられた皆さまに謹んで

お見舞い申し上げます。  

 被害を受けられた皆さんに義援金を送

りたいがどうしたらいいのか分からない

という方、皆さんからお預かりした義援

金を日本赤十字社を通して被災地に送り

ます。 

 皆さんご協力をお願いします。 

義援金募金箱設置しました！ 

 ３月１日から戸籍の証明書の請求が便利にな

ります。 
①本籍地が藤枝市外にある方でも、藤枝市内の窓口 

 で請求手続きができます 

②必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても､1か所 

 の市町村の窓口でまとめて請求手続きができます 

※本人の戸籍証明書以外にも、配偶   

 者、父母、祖父母、子や孫の分も  

 請求できます。 

※窓口にきた人の顔写真付きの身分 

 証明書（運転免許証・マイナン  

 バーカード）の提示が必要です。 

戸籍の証明書の請求が便利に！ 

「シニア・パワークラブ」講座が終了しました！ 

 瀬戸谷地区にお住まいの６５歳以上の方を対象に、昨年９月に開講

しました「シニア・パワークラブ」講座が１月１８日（木）に無事終

了しました。この講座は地域の高齢者に明るく、楽しく受講してもら

うことを目的とした講座で、講義やスポーツ、レクリエーション、視

察見学などを全５回実施しました。毎回多くの皆さんが参加され、認

知症や悪徳商法の講座では真剣に耳を

傾け、全員初体験だったモルックを楽

しみ、見学で訪れた静岡県地震防災

センターでは震度７の大地震を疑似

体験するなど、時には笑い、時には

真剣に受講していただきました。    

 今後も皆さんが楽しんでもらえる

内容を企画しますので是非ご参加く

ださい。 

 １月１８日（木）、瀬戸谷中学校で全校生徒が参加して避難所開設

訓練が行われました。当日は地域の皆さんにも呼びかけ、自治会・町

内会の役員をはじめ地区住民の皆さんも訓練に参加しました。    

 訓練は危機管理センターの職員を講師に迎え、生徒や参加住民は地

区別に分かれて、グループごとに避難所における簡易テントやベッド

などの組立てや発電機の始動などの訓練を順次行いました。元日に北

陸地方を中心に大地震が起こったばかりのこともあり、参加者は真剣

に訓練に取り組みました。昨年もこの訓練を受けている生徒たちは大

変手際よくテントなどを組み立てていました。万が一災害が発生した際には生徒の皆さんが地域の一

員として大きな戦力になってくれると実感しました。 


